
困難を抱える女性への支援事業 【岡山市】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 5,185 千円

交付金額 3,443 千円

事業番号 ３

コロナ禍により女性をめぐる問題が顕著化し、孤独・孤立で不
安を抱える女性の視点に立った支援が喫緊の課題となっている。
様々な困難を抱える女性に対し、相談や居場所の提供などを通
してきめ細やかな支援する必要がある。

孤独・孤立で不安を抱える女性に対し、相談窓口、居場所の提供
を実施し、行政だけでは手が届きにくい支援をNPOの知識やノウハ
ウを活用しながら進め、必要に応じて適切な支援、相談機関等へつ
なぐなど、困りごとの解決に努める。居場所への参加者89人を目標
値とする。

・電話、SNS、メールを活用した相談窓口を開設。
・家庭などに居場所のない女性が気軽に立ち寄れる居場所の
提供。
・相談や居場所を利用する女性に、必要に応じた生理用品の
提供。

委託先のNPO法人および関係行政機関や民間支援団体等

様々な困難を抱える女性に対し、NPOの知見を活用した事業を
実施した。相談業務では電話相談、LINEを利用したSNS相談、
メール相談を行った。居場所の提供では、時間帯・場所が異なる
複数の居場所を提供したり、若年層も参加しやすい場所を選定し
た居場所づくりを行ったことにより、居場所への参加者は110人と
目標を達成した。複数の相談手段、相談場所等を開設することに
より、幅広い年代の女性からの相談を受けることができ、必要に応
じて適切な機関につないだり、情報提供をすることができた。様々
な困難を抱える方の相談先として必要な窓口であるとともに、一定
の効果があったと考えている。

社会との絆・つながりが薄い孤独・孤立で不安を抱える女性の実

態について、行政での把握が難しいのが現状である。民間団体の

知見やノウハウを活かしながら寄り添うなかで、いかに必要な支援に

つなげていくか、また本事業の支援を必要としている人にどのように

広報・周知していくかが今後の課題である。



事業の概要

困難を抱える女性への支援事業

【相談業務】

電話相談、ＳＮＳ相談、メール相談を実施した。

相談時間
月～木・土・日曜日

10:00～16:00
金曜日

14:00～21:00

【居場所の提供】

様々な属性の女性が気軽に立ち寄れるよう、時間帯・場所が異なる複数

の居場所を提供した。また、必要に応じて、生理用品を提供した。

夜meet

第1・2・3月曜日 19:00～22:00

場所：岡山市北区奉還町

昼meet

毎月第3日曜日 12:00～16:00

場所：岡山市中区湊

臨時YORIBA

ニーズに応えるため、合計5回開催チラシ

カード
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